
平成 26 年度「在宅歯科医療連携推進研修会」実施要領 

 

１．目 的  

高齢者、特に要介護高齢者は口腔機能の著しい低下、口腔衛生状態の不良により、

歯科疾患が発生・悪化しやすいだけでなく、誤嚥性肺炎などの全身的な影響を引き起

こすことが明らかになっている。そのため、高齢者等の全身の健康管理のためには口

腔ケアも重要であり、このことは医療・保健・介護関係者に認知されている。このよ

うなニーズに対して、口腔ケアの提供体制整備、関係機関との連携や関係者の資質向

上を図ることを目的とする。 

 

２．主 催  富山県・富山県歯科医師会 

 

３．日 時  平成２６年７月１０日（木） １３:００～１５:３０ 

  

４．場 所  富山国際会議場メインホール（富山市大手町 1 番 2 号） 

 

５．対象者  ケアマネジャー・ホームヘルパー・介護施設職員・看護師  

その他保健福祉医療関係者 

        

６．テーマ  「摂食・嚥下障害の評価と訓練の実際」 

 

７．講 師  東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科老化制御学系 

口腔老化制御学講座高齢者歯科学分野 准教授 戸
と

原
はら

 玄
はるか

 

８．抄 録  

老人の友”と呼ばれる肺炎を直接引き起こす摂食・嚥下障害は外部からの観察が難

しく、その状態を正確に把握するためには精査が必要である。しかし、全ての患者に

対して検査環境が整っているとは言いがたいのが現状であり、特に通院できない患者

への対応を困難としている。 

摂食・嚥下障害への対応の第 1歩は職種間で共有すべき知識をもつことにあり、こ

こには問診・診察・スクリーニング・精査・そして訓練的な対応への知識にあわせて、

一連の専門用語の理解が不可欠となる。そのような知識を一通り得た上で医療連携チ

ームの編成を考えてゆくが、ここでは trans-disciplinary team approach の概念を

押さえておくことが大切である。これは、利用できる職種で必要な医療的介入を職種

間で柔軟に手分けするといった考え方である。 

その他職種間の調整のみならず患者の環境を考えて、病棟、病院、地域などそれぞ

れの形にあった協働作業を行えるように設定できるかどうかが、中途障害者の摂食・

嚥下リハの成功の継続化を左右する。 

 



９.学歴・職歴 

1997 年 ：東京医科歯科大学歯学部歯学科卒業 

1998-2002 年 ：東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科老化制御学系専攻高齢者歯 

科学分野大学院 

1999-2000 年 ：藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学講座研究生 

2001-2002 年 ：ジョンズホプキンス大学医学部リハビリテーション科研究生 

2003-2004 年 ：東京医科歯科大学歯学部付属病院高齢者歯科 医員 

2005-2007 年 ：東京医科歯科大学歯学部付属病院高齢者歯科 助手 

       東京医科歯科大学歯学部付属病院摂食リハビリテーション外来 外

来医長 

2008-2013 年 ：日本大学歯学部摂食機能療法学講座 准教授 

2013 年―  ：東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科老化制御学系口腔老化制御 

学講座高齢者歯科学分野 准教授 

10.業 績 

【総説・解説】 

1. 戸原玄，原豪志，和田聡子，佐藤光保：管理栄養士が知っておきたい摂食・嚥

下の基本，栄養士ダイアリー2014 別冊，日本医療企画，東京，pp.1-16，2013 

2. 戸原玄：摂食・嚥下機能のアンチエイジング，よくわかる歯科治療 2014，日経

MOOK，日本経済新聞出版社，東京，pp.118-121，2013 

3. 戸原玄：食べる機能が低下した場合には専門医に相談を，頼れる歯医者さん 2014，

ダイヤモンド MOOK，ダイヤモンド社，東京，pp47，2013 

4. 戸原玄，阿部仁子，中山渕利，和田聡子，佐藤光保，井上統温，植田耕一郎：

歯科医療従事者による胃瘻患者への摂食・嚥下リハビリテーションの可能性，歯会展

望 22(4)：746-754，2013 

5. 戸原玄，阿部仁子，中山渕利，植田耕一郎：摂食・嚥下の簡便なスクリーニン

グと専門医療機関との連携，東京都歯科医師会雑誌 61(9)：3-10，2013 

 

【評議員】 

日本摂食・嚥下リハビリテーション学会（資格制度委員・表彰委員） 

日本老年歯科医学会（摂食・嚥下リハビリテーション委員・編集委員・認定制度委員・

教育・ガイドライン委員） 

日本障害者歯科学会（摂食・嚥下リハビリテーション検討委員会委員） 

 

【認定医・専門医】 

日本摂食・嚥下リハビリテーション学会認定士 

日本老年歯科医学会認定医および認定医指導医 

日本老年歯科医学会専門医および専門医指導 
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在宅歯科医療連携推進研修会受講申込書

　
　  　○申込み先
　　　〒930－0887　富山市五福五味原２７４１－２
　　　一般社団法人　富山県歯科医師会
　　　【TEL】　０７６－４３２－４４６６
　　　【FAX】　０７６－４４２－４０１３
　　　【Eﾒｰﾙ】 mail@tda8020.com
      ○申込み締切
　　　　平成２６年６月３０日（月）まで

　　　　　　　富 山 国 際 会 議 場 メ イ ン ホ ー ル

　　　　　　　平成２６年７月１０日（木）13：00

受講者氏名

　　




